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アノテーションの⽬的

• 史料そのものの来歴や性質といった情報（メタデータ）に留まらず、その
中にどのような事柄が実際に記されているのかを、機械可読なデータとし
て構造化する必要がある

-> より「深い」分析に活⽤可能なデータの作成

• 専⾨の歴史研究者が、（⽐較的）⼿軽に、⽇常の史料読解作業の延⻑で
「構造化された」「共有可能な」データを⽣み出せる環境を作る

-> 情報の粒度と、ある程度の汎⽤性が求められる
-> 解釈を前提とした構造化
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どのようにアノテーションするか

• RDFを⽤いて、知識グラフとして史料記述の構造化を⾏う
- 史料中のあらゆる情報項⽬にURIを与える
- 主語・述語・⽬的語のトリプルであらゆる情報を表現する
- 典拠識別⼦（できればLOD）ともリンクする

• 既存のイベントオントロジーやFactoidモデルを参照する
- 「出来事」に関わる情報をデータとして記述する⽅法論
- ⼈・場所・時間といった情報をどのように組織化するか
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歴史マイクロナレッジとHIMIKOオントロジー

• 出来事や状況に⾔及する「個別の記述」を単位にデータ構造化

- 出来事や状況に関する記述⾃体をデータリソースとする
・個々の記述箇所を独⽴したデータ項⽬として扱う
・reification: 本来は述語として記述される「関係性」⾃体を主語として記述

- 史料を「断⽚化」してデータ構造化
・断⽚化された記述単位でメタデータや属性情報を付与したり、
・他のデータとリンクしたり共有したりすることで、
・ミクロなレベルでの横断的知識接続が可能に
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ーーー。2023年11⽉22⽇、CODHは第⼀回ヒストリーテック勉
強会を開催し、橋本雄太と⼩川潤が報告した。ーーー。

ヒストリーテック
勉強会の開催
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主語
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• ざっくりデータ（Turtle）で表すと、、

<http://www.example.com/ヒストリーテック勉強会の開催> 
a <http://www.example.com/イベント開催>;
<http://www.example.com/主語> <http://www.example.com/CODH>;
<http://www.example.com/⽬的語> <http://www.example.com/ヒストリーテック勉強会>;
<http://www.example.com/述語> “開催する”.

<http://www.example.com/橋本・⼩川の報告> 
a <http://www.example.com/勉強会報告>;
<http://www.example.com/主語> <http://www.example.com/橋本雄太>;
<http://www.example.com/主語> <http://www.example.com/⼩川潤>;
<http://www.example.com/述語> “報告する”.

こうしたデータを作っていくためのルールとシステムが必要！
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歴史マイクロナレッジとHIMIKOオントロジー

• 出来事や状況に⾔及する「個別の記述」を単位にデータ構造化

- 出来事や状況に関する記述⾃体をデータリソースとする
＊reification

- 個々の記述ごとにメタデータや属性情報を付与する
- 史料を断⽚化してデータ構造化

・断⽚化された記述単位でリンクしたり、共有したり

• HIMIKO (Historical Micro Knowledge and Ontology)
- 歴史マイクロナレッジを実装するオントロジー
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• 特徴
- Referenceの記述

Factoidモデルにおいて導⼊された概念で、「特定のFactoidにおいて⾔及
されるエンティティ」を表す

-> かなりcontextualな情報であり、特定の⽂脈におけるエンティ
ティの「役割」などが記述される

- エンティティの表記や⽂字情報を含む⾼い⼀次史料参照性
SourceDescriptionやCharといった項⽬はいずれも⼀次史料の具体的な記
述に準拠したデータを記述するためのもの
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https://www.kcl.ac.uk/factoid-prosopography/about


HIMIKOエディタ

• HIMIKOオントロジーに基づく知識
グラフ構築を⽀援するエディタ

- 基本情報
・Nuxt JS + Vuetify
・Firebase
・Vercel
・https://himiko-editor.vercel.app/

- 機能
・エンティティマークアップ
・エンティティリンキング
・知識グラフ編集
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• データのアップロード

- テクストデータのアップロード
・<c>タグで⽂字レベルの構造化がなされた

TEI/XMLファイル
・⽂字レベルでのURI付与を実現するため

11ラテン語碑⽂史料の<c>付きデータセットを⼀部公開



URL指定でアップロードテクスト貼付でアップロード

インターフェイスに表⽰する
テクストを含む要素（エレメ
ント）名を指定

属性（アトリビュート）情報
による絞り込み
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エディタ表⽰

⽂字（ここではʻGʼ ）を表すURI
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• エンティティのマークアップとリンキング

外部典拠データとのリンク

タグの付与
辞書⾒出し形の⼊⼒

語彙典拠データへのリンク

⼈物 場所 時間 集団 モノ 概念 語彙
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• 知識グラフの編集 知識グラフ編集画⾯
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いずれも⽂字列で⼊⼒

出来事や関係性の種類や詳細を⼊⼒
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エンティティをFactoidに紐付け

Factoidの⽂脈における
エンティティの「役割」
や数量等、⽂脈に依拠す

る情報を⼊⼒する

どのようなセマンティック
でエンティティをFactoid

に紐づけるかを選択

該当するエンティティ
をクリック
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エンティティをFactoidに紐付け

Factoid間の関係性
を記述

テクストインター
フェイス操作

出来事や関係性を述
べる述語をテクスト

から選択・⼊⼒
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• データのダウンロード

JSON-LDとTurtleでダウンロード Factoidの作成者や作成⽇時に関する情報は⾃動
で付与される
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• データの利⽤

「居住」に関する記述と、そこで⾔及されてい
る地名を検索するクエリと出⼒結果

検索 可視化
（グラフDB）
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今後の開発の展望

• アノテーションに基づく可視化の実装
- エンティティマークアップに基づくマッピングなど
- Factoid記述に基づく史料内容の「深い」探索・分析

・意味ネットワークの可視化や推論など

• テクスト、画像、さらには3Dの紐付け
- IIIF Content State APIを⽤いた画像Factoidエディタ（開発中）
- テクスト情報を3D空間・オブジェクト上に表⽰するビューア
（こちらも開発中）
-これらを統合することを⽬指す
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論点

• いくつかのジレンマ
- 特殊性×汎⽤性
-精密性×簡便性
-柔軟性×共有可能性

• 典拠識別⼦が⼗分に整備されていない分野はどうする？
- 識別⼦に限らず、テクストなどの基礎データ全般

• ⾃動化はどこに、どの程度取り⼊れていくべきか、いくことができるか？
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